Chlorellaの巨大細胞について : その形態学的, 生理学的性質と巨大細胞形成の誘導の機構についての研究 by ヒガシヤマ, タダヨシ & 東山, 忠義
Osaka University


















第 1 099 号
昭和 42 年 3 月 18 日







論文内 容の要 t::. Eヨ
Chlorella 細胞をブドウ糖等の糖が添加された培地で培養すると，細胞の容積が著しく増大した




( 1 ) 巨大細胞の形成を誘導する糖としてはブドウ糖など程々のものがあるが， 乙れ等の糖の
gigantism に有効な最低濃度はそれぞれことなり， また生長 lこ与える効果もことなっている。またこ
れ等の糖は呼吸基質として利用される D
( 2 ) 巨大細胞の 1 細胞当りのタンパク量・乾燥量は正常細胞より大きい (2"'4 倍)が，単位容
積当りのこれ等の諸量は逆に容積の大きい細胞ほど小さくなっている。
( 3 ) 巨大細胞の呼吸活性は正常細胞と比べて一般に増大しているが，光合成活性は巨大細胞の誘
導に用いた糖の種類によって抑制されているかまたは殆んど影響を受けていない。
(4) 巨大細胞は多核であり，しかも 1 細胞当りの核数と容積との聞には平行的な相関々係があ
る。
( 5 ) 巨大細胞の life cycle には“giant cell" stage (単一細胞で容積が増大する時期)と“palmelloid
body" stage (giant cell の細胞分裂によって生じた autospores の dissociation が抑制されたために， こ
れ等の autospores が相互に接着したまま群体を形成する時期)の 2 つがある。それでこの 2 つの時期
に見られる巨大細胞を giant chlorella と総称する乙とを提唱する。
( 6 ) giant chlorel1a にのみペクチン物質が存在すること，および EDTA 処理によって palmelloid
body の dissociation がおこることを見出した。
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( 7 ) 細胞膜の重要成分であるセ jレローズ，へミセノレローズ量は単位容積当りでは giant chlorella 
の方が正常細胞に比べて明らかに減少している。
以上の結果， gigantism は生長および糖の存在による細胞のエネノレギー産生様式の転換 (autotrophy
な細胞が heterotrophy なものに転換)等の現象とは無関係に，糖の添加によってペクチン物質が誘導
的に生成され，これが細胞膜に蓄積するために細胞膜の弾性が増加させられ，更に細胞分裂によって
生じた autospores dissociation が抑制される。その結果 giant chlorella の生成が誘導されるのであろ



















ついに偽群体 (Palmelloid) 期にはいる D 糖の濃度がある一定量以上保たれていると Palmelloid 期の













糖類から合成される場合には UDP glucose のような糖ヌクレオチドが出発点になる口 これらから酵
素作用でペクチン類などを合成する場合，糖類がその合成酵素系の抑制解除をし活性化するものと推
論される。また他方， EDTA を添加して Ca イオンをキレート除去すると，不溶性のポリガラクチュ
ロン酸カノレシウム塩が形成されず，細胞分裂で生じた娘細胞は，それぞれ凝集せずパラパラに散在す
ることが明らかにされたから，上の推論も裏書きされた口
要するに，東山君の論文はクロレラ細胞の巨大化現象を生化学的に解析し，細胞生理学に貢献した
ものであるから，参考論文の成績とあわせ考え理学博士の学位論文として十分価値あるものと認め
る。
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